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高効率ガス吸収式令温水機と地中熱利用ヒートポンプチラー高効率ガス吸収式令温水機と地中熱利用ヒートポンプチラー

実績ベースで ZEB Oriented 実現

（熱回収・再熱コイル）

（主要外壁　熱貫流率 0.383 ～ 0.389(W/m2・K）

ボアホール型地中熱交換機

BELS 評価　BEI:0.61

⻑野県上⽥市は戦国時代に真⽥⽒が築いた上⽥城を中⼼とする城下町で、⻑野県第３の都市である。庁舎は趣残る三の丸に位置する。
街の回遊性を⽣み出すため、かつては敵兵を呼び込み戦った「かぎ型」の街路構成を、市⺠を呼び込み街へとつなげる共⽤部「つむぎモー
ル」として新庁舎に取り込んだ。新庁舎を建設し、既存の南庁舎をエコ改修した後、既存⾼層棟地下躯体を残置しクールヒートトレン
チとして改修した。新庁舎では⾼断熱外⽪、⾃然通⾵採光、地中熱利⽤⽔冷媒放射空調、タスクアンビエント照明ほか様々な環境統合
技術を導⼊した。特に執務室天井においては、⽔冷媒放射空調とアンビエント照明、鉄⾻梁の断⾯形状まで各職能の専⾨領域を横断し
総合的に優れた環境建築を模索した。国交省のサステナブル先導事業（省 CO₂先導型）採択プロジェクト。
Ueda City, Nagano Prefecture is a castle town centered around Ueda Castle, built by Sanada, military leader from the Sengoku 
period, and is the third largest city in Nagano Prefecture. The city hall is located in the quaint Sannomaru area. In order to create a 
feel of excursion in the city, the ``crank-shaped'' narrow street configuration that once stopped enemy soldiersʼ feet in the battle 
was incorporated into the new city hall as ``Tsumugi Mall,'' a common area that attracts citizens and connects them to the city. 
After constructing the new city hall (photo right) and eco-renovating the existing south building (left), the basement framework of 
the existing main building(center) was left in place and renovated as a cool heat trench. 

駐⾞場下に２６本のボアホール型地中熱交換杭を設置、地下機械室設置ヒートポンプを経由し３，４階の⽔冷媒放射空調に利⽤
した。図は冷房運転時のイメージ（暖房運転時は熱の流れが逆になる）。

執務室天井照明（アンビエント）は⼀般的な事務所ビルの約半分の消費エネルギーに調光されており、タスク照明と組み合わせ
て使⽤している。空調には⽔冷媒放射空調を採⽤し地中熱を利⽤した。

エコ改修を⾏った南庁舎、地下躯体をクールヒートトレンチとして再活⽤した既存庁舎、⾼断熱外⽪や⾼効率機器の採⽤、構造、空調
を照明を統合デザインした新庁舎。３世代（旧庁舎、南庁舎、新庁舎）の建築をそれぞれ活⽤し⼀体的な環境設計を⾏った。実績ベー
スで ZEB Oriented を実現している。

城下町の⾼さ制限により階⾼ 3.9ｍでの設計が必要であった。限られた階⾼の中でそれを感じさせない広々とした執務空間を⽣み出すこと
がテーマとなった。鉄⾻梁の下フランジを照明形状と合わせて断⾯設計し空調は天井内に設備のいらない⽔冷媒放射空調を採⽤した。さら
に空調パネルを照明のリフレクターとなるように傾斜させ天井全体を柔らかく照らアンビエント照明としている。また、傾斜させた放射パ
ネルは冷房時の空気の対流効果を⾼めている。平均天井⾼さ３ｍ以上、構造と空調と照明のトータルデザインされた執務空間を実現した。

上⽥市庁舎 2021 年度・2022 年度 1 次エネルギー消費量状況（MJ/ ㎡・年）

新庁舎（写真右）を建設し、既存の南庁舎（左）をエコ改修した後、
既存⾼層棟地下躯体を残置しクールヒートトレンチとして改修。

空本庁舎解体後、新本庁舎外観。
低層部（市⺠利⽤）と中間階（執務）屋根型の上層階（議会）の３層構成。

下部旧本庁舎地下躯体利⽤クールヒートトレンチ

夜の外観。アンビエント照明の柔らかい光が⾒える。

構造、空調、照明がトータルデザインされた執務空間。

鉄⾻梁と照明を⼀体的にデザインする
ことで構造をインテリア化した。

エントランス空間「つむぎモール」。
市⺠利⽤の多い空間に重点的に地場産材を⽤いた⽊質化を⾏った。

階段やカーテンウォール⽅⽴
にも県産材を利⽤ ５階全員協議会室から上⽥城を望む

執務空間内観（⻑⼿⽅向）

鉄⾻梁下フランジ（照明受け）

導光板照明（下⾯不透過シート貼り）

エコボイド。
⾵と光の通りみちとなる。 庇と縦ルーバー

⽊ 複 合 断 熱
カ ー テ ン
ウォール

新本庁舎 |2021
（新築）

旧本庁舎 |1967
（地下躯体を残し

クールヒートトレンチに改修）

南庁舎 |1980
（エコ改修）

上 ⽥ 市 庁 舎   U e d a  C i t y  H a l l

上 ⽥ の 気 候 ⾵ ⼟ を 活 か す サ ス テ ナ ブ ル デ ザ イ ン

株 式 会 社 ⽯ 本 建 築 事 務 所

外 ⽪ - 執 務 室 ま わ り の 環 境 配 慮

地 中 熱 を 利 ⽤ し ヒ ー ト ポ ン プ チ ラ ー シ ス テ ム

構 造 ・ 空 調 ・ 照 明 が ト ー タ ル デ ザ イ ン さ れ た 執 務 空 間

⽔冷媒放射空調パネル

微気流吹出⼝

３階平⾯図
左右のコアに耐震要素を集約し中央をフレキシブルな構造とした。
３階平⾯図
左右のコアに耐震要素を集約し中央をフレキシブルな構造とした。

4200

125

放射空調パネル

空調ダクト

微気流吹出し⼝

アンビエント照明

アンビエント照明
導光板照明（下⾯不透過シート貼り）

鉄⾻梁フランジ

0093
002

057
0592

63

空調ダクト
梁（耐⽕塗装）
s t r u c t u r e i l l u m i n a t i o nair conditioning

2022 年度 実績⼀次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量

2021 年度 実績⼀次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量

DECC 公開⽤統計データ／地域４／⾯積区
分４／床⾯積 10,000 ㎡以上 30,000 未満

WEB 計算基準⼀次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
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